
令和７年度　自己評価報告書

群馬県高等歯科衛生士学院



歯科衛生士としての知識と技術の指導は基より、人として何より
大切な優しさや思いやりのある人材の育成

[具体的な目標値]
①目標項目: 実習中の医療事故・同じ内容のインシデント数
◇7年度目標値： 件 (6年度) 件 学生の針刺し事故 件

傷害事故 件
(5年度) 件 学生の針刺し事故 件

傷害事故 件
インシデント数: 報告されていない 件
実習中の針さし事故については 件 傷害事故 件

評価： 「 」

②目標項目: 国家試験合格率
◇7年度目標値： ％ (6年度) ％ (5年度) ％

令和 年度卒業 期生について38名中36名合格。
合格率 ％

評価： 「 」

③目標項目: 県内就職率
◇7年度目標値： ％ (6年度) ％ 名 （県内 名）

（県外 名）
(5年度) ％ 名 （県内 名）

（県外 名）

卒業生 名のうち、 名が就職を希望し、県内に 名、県外に
名が就職。 県内就職率は ％

評価： 「 」

④目標項目: 定員数の確保
◇7年度目標値： 名 (6年度) 名 指定校推薦 （ 名）

公募推薦 （ 名）
自己推薦 （ 名）
一般入試 （ 名）
社会 （ 名）

(5年度) 名 指定校推薦 （ 名）
公募推薦 （ 名）
自己推薦 （ 名）
一般入試 （ 名）

定員数 名 のうち、 名が入学。入学定員充足率は ％

評価： 「 」

⑤目標項目: 教員の指導力の向上
◇7年度目標値： ％ (6年度) ％ (5年度) ％

新たな知見の解明、治療法の進捗、機器の開発など歯科医療の進展や学生を取り巻く
社会環境の変化に対応し、教員の指導力を高めていく必要がある。このことから、専
任教員などが学会や研修会などの各種機会に積極的に参加していく。
参加率 ％

評価： 「 」3.8
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【評価数値】
４：適切 ３：ほぼ適切 ２：やや適切 １：不適切

各評価項目の評価値の平均値を「評価」とし、小数点以下１桁までの数値で表示した。

①今年度の重点目標の達成の度合いはどの程度だと思いますか。

臨床実習において、より一層の知識・技術力の向上に取り組むとともに、医療人
として人間性豊かな社会性を身につけることを目指す。
患者等に対し安全な歯科衛生の技術が提供でき、科学的思考と主体的 実践能
力を備えた人材を育成し、国家試験合格率100%を目指す。
群馬県の歯科医療の充実を図るため、県内医療機関等への就職率の向上を図
る。
少子化が進み、入学希望者の減少が予測される。オープンキャンパス、高校訪
問等を実施し、収容定員を満たすよう学生確保に努める。
教員の指導力を高めていくため学会や研修会などの各種機会に積極的に参加し
ていく。

②今年度の重点目標に対する取り組みで良かった点、不十分な点を具体的に上げてください。
・ 「４」の学生確保の取り組みでは担当者から県内のみならず、他県の高校を回るなど積極的に

取り組んでいた。
・ 「３」は県内就職率向上については一部県外への就職も見られた。
・ 不十分な点としては収容定員を満たせていなかった。
・ 国家試験に多数の合格者を出せた。
・ 学生の数が少なくなった。
・ 国家試験に向けた学力向上を達し得た。
・ 学生確保のための高校訪問等が十分に実施されたのが結果につながらなかった。
・ 学生確保については努力はしているものの成果につながらなかっていない。
・ 学生個別に国家試験の対策の勉強の指導を行った。

③来年度に向け、目標達成のため効果があると思われる取組があればご記入ください。
・ 現場の歯科衛生士と講習会やディスカッションをする場を設けたい。このことで学生が目標とする

見つかればと思っている。
・ 定員を満たすためにオープンキャンパスや高校訪問の充実を図る。
・ 魅力的な学校を作る。（カリキュラムの見直し）
・ 学生の数を増やす。
・ 学生確保のための職業としての歯科衛生士の県民への周知とその重要性、魅力を宣伝する。

方法はメディア等を使用する。
・ 中高生の職場体験などに歯科医院の参加を促して歯科衛生士の仕事をわかってもらう。

④今年度の重点目標の他に、来年度重点的に取り組んだら良いと思われることがあればご記入
　 ください。
・ 歯科衛生士の仕事の内容や領域が広がりつつあり、社会からの重要性も増している。

このことを広く、多くの方に知っていただきたい。
・ 国家試験１００％合格。
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理念・目標・育成人材像は定められているか(専門分野の特性は明確になって
いるか)
社会のニーズを踏まえた将来構想を抱いているか
理念・目標・育成人材像等は学生や保護者に周知されているか
各学科の教育目標、育成人材像は、職業領域のニーズに向けて方向付けられ
ているか
学校の設置目的に沿った運営方針が策定されているか
一 運営方針に沿った事業計画が策定されているか
運営組織や意志決定機能は規程等において明確化され、有効に機能している
か
人事・給与に関する制度は整備されているか
教務・財務の意志決定システムは整備されているか
各職業領域の法を遵守し、公平公正に業務に従事するような体制が整えらて
いるか
教育活動に関する情報公開が適切になされているか
情報システム化等による業務効率化が図られているか
教育理念に沿った教育課程の編成がなされているか
教育理念・育成人材像や職業領域のニーズを踏まえた教育機関としての修業
年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか
カリキュラムは体系的に編成されているか
実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発等が
実施されているか
病院、診療所などの管理者、指導者等からの意見を聞き、カリキュラム運営の
参考にしているか
関連分野において、実践的な職業教育が体系的に位置づけ られているか
授業評価の実施・評価体制はあるか
成績評価・単位認定の基準は明確になっているか
人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保している
か
職業領域からの優れた講師の確保などマネジメントが行わ れているか
職員の能力開発のための研修等が行われているか
就職率の向上は図られているか
資格取得率の向上は図られているか
退学率の低減は図られているか
卒業生の社会的な活躍及び評価を把握しているか
卒業生のキャリア形成への効果を把握し学校教育活動の改善に活用されてい
るか
就職に関する支援体制は整備されているか
学生相談に関する体制は整備されているか
学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか
学生の健康管理を担う組織体制はあるか
学生の生活環境への支援は整備されているか
保護者と適切に連携しているか
卒業生への支援体制はあるか
高校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取り組みが行われて
いるか
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施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか
学内外の実習施設について、十分な教育体制を整備しているか
防災に対する体制は整備されているか
学生募集活動は適正に行われているか
学生募集活動において教育成果は正確に伝えられているか
中長期的に学校の財務基盤は安定しているか
予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか
財務について会計監査が適正に行われているか
財務情報公開の体制整備はできているか
法令、専修学校設置基準等の遵守と運営がなされているか
個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか
自己評価の実施と問題点の改善に努めているか
自己評価結果を公開しているか
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